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ず、主要 10 都市（Mumbai, Delhi, Kolkata, Chennai, 
Bangalore, Hyderabad, Ahmadabad, Pune, Ludhiana, 
Kochi）に住む18～69歳の有権者である。各都市にサンプ
ル数を割り当てる段階では最新の(2011 年)国勢調査のデー
タが使用されたが、ただしそこからの地点の割り当てでは
選挙人名簿が使用されている。これは、最新の国勢調査の都
市内での細かい人口統計が、調査時点で公表されていなか
った事も関係する。インドではそのような作業は、数年はか
かるようだ。また、調査票作成はサンプリング以上に難しい
面もある。今回、ヒンディー語以外の 7 言語は現地調査会
社に頼らざるを得ず、訳文の正確さの確認は困難であった。 
•「長男は両親の面倒を見る」、「妻は夫に従う」、等のいわゆる「伝統的価値
観」に賛成する割合はとても高い。
•離婚はすべきでない、とする割合は69.8％と高い。（次点はシンガポールの
43.9％、残り9地点は30%以下）
•「能力の高い政治家に政治を任せる」とする割合が高い。
•職場の上司に必要な資質として、「年功」を挙げる割合が比較的高い。
保守性と「伝統
的」価値観
•信仰心は篤い。94.9％は何等かの信仰がある。（次点はシンガポールの
80.4％）
•宗教団体を「とても信頼する」回答者は47.6%。（次点はベトナムの25.8％）
•宗教について単に「分からなくとも違う宗教を尊重すべき」とする割合が低い。
逆に、「自身の宗教を理解してもらえるよう努める」とする割合が高い。
宗教心と信仰へ
の自信
•生涯暮らせるお金があれば「働くのを止める」割合がベトナムと並び低い。イ
ンドは14.8％、ベトナムは10％、他9地点は最低でも20％。
•望ましい仕事の条件が、「安定している事」の割合が高い。逆に、「やりとげ
た感じ」は4.7％と低い。（次点はベトナムの15%、残り9地点は20から40％）
上昇志向と経済
的安定の希求
